
令和４年８月号掲載 

男女共同参画社会をつくる 

～男女共同参画に関するＱ＆Ａ～ 

 

Ｑ９３   人生 100年時代における結婚と家族の姿の変化について教えて頂きたい。 

 

 

Ａ９３    結婚と家族の現状 

        結婚・離婚・再婚件数の推移を見ると、第１次ベビーブーム世代３が２０

代前半の年齢を迎えた昭和４５（１９７０）年は、婚姻件数は約１００万

件、離婚件数は約１０万件だった。婚姻件数は、昭和４７（１９７２）年

にピーク４となった後は減少し、第２次ベビーブーム世代が２５歳前後の年

齢を迎えた平成７（１９９５）年～平成１２（２０００）年に再び一時的

に増加５し、その後は減少傾向となり、近年（平成２７（２０１５）年～令

和元（２０１９）年）は、約６０万件で推移していた。離婚件数は、戦後

最も少なかった昭和３６（１９６１）年６以降変動しつつ増加傾向をたどり、

近年（平成２７（２０１５）年～令和元（２０１９）年）は、約２０万件

と、婚姻件数の約３分の１で推移していた。コロナ下の令和２（２０２０）

年以降は、婚姻件数は、令和２（２０２０）年５２．６万件、令和３（２

０２１）年５１．４万件（速報値）７と、戦後最も少なくなり、離婚件数は、

令和２（２０２０）年１９．３万件、令和３（２０２１）年１８．８万件

（速報値）７となっている（特―１図）。 
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（備考）１．厚生労働省「人口動態統計」より作成。 

    ２．令和３（２０２１）年の数値は、日本における外国人等を含む速報値。令和

３（２０２１）年の婚姻件数は、再婚件数と初婚件数の合計。 

    ３．ベビーブームとは、赤ちゃんの出生が一時的に急増することをいう。日本で

は、第２次世界大戦後、２回のベビーブームがあった。第１次ベビーブーム

は昭和２２（１９４７）年から昭和２４（１９４９）年、第２次ベビーブー

ムは昭和４６（１９７１）年から昭和４９（１９７４）年である。第１次ベ

ビーブーム世代は「団塊の世代」、第２次ベビーブーム世代は「団塊ジュニア」

と呼ばれている（内閣府「平成２７年版少子化社会対策白書」）。 

    ４．昭和４７（１９７２）年の婚姻件数は、109 万 9,984 件（厚生労働省「人口

動態統計」）。 

    ５．平成５（１９９３）年から平成１３（２００１）年は、おおむね７９万件台

で推移（厚生労働省「人口動態統計」）。 

    ６．昭和３６（１９６１）年の離婚件数は、6 万 9,323 件（厚生労働省「人口動

態統計」）。 

    ７．令和３（２０２１）年の数値は、日本における外国人等を含む速報値。 

 

 

 



 

  全婚姻件数に占める再婚の割合 

   全婚姻件数に占める再婚件数の割合は１９７０年代以降増大傾向にあり、

令和２（２０２０）年の再婚件数は１３．９万件と、婚姻の約４件に１件

が再婚となっている。再婚件数に占める夫妻の初婚―再婚の組み合わせ別

割合を見てみると、令和２（２０２０）年は、夫再婚―妻再婚は５．２万

件（３７．３％）、夫再婚―妻初婚は 5.0 万件（３６．３％）、夫初婚―妻

再婚は 3.7万件（２６．４％）と「夫妻とも再婚」が最も多い（特―２図）。 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

（備考）厚生労働省「人口動態統計」より作成 
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